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ンダとして使用した。23 たとえば 1915 年のベルンハルト・ヴィンターの『跳躍──駆け足！』
などがそうである。また、チャールズ・バトラーの『血と鉄』（1917）やジョン・H. ハソールの『戦
場上の聖ジョージの出現』（1916）では苦境に立たされた兵士の前に救いの幻が現れ彼らを慰める。













































スデンとバウツェンで訓練を受けた。1915 年 2 月からバウツェンで第 102 予備歩兵連隊に所属し、
その後 1915 年 9 月 21 日に志願兵としてシャンパーニュでの第 390 機関銃部隊の西部戦線の遠征
に参加、戦闘に加わった。1915 年 11 月に下士官に昇進し、1915 年 11 月 12 日には鉄十字第二勲
章を受けている。1916 年には機関銃兵としてエフネの南の地区とシャンパーニュでの陣地戦に




休暇を与えられるが、1917 年の春からは再び戦地に戻っている。1917 年 5 月のフリードリヒ・
アウグスト勲章には「きわめて優良」の評価が付され、ディックスは 1918 年 10 月 8 日に副曹長
に昇進した。1918 年 8 月 8 日の手榴弾炸裂による首の負傷が重傷であったためにサン・クアン
タンとアラス付近であった肉弾戦を免れたが、10 月には自ら航空兵養成のための訓練に参加し
ている。その後西部戦線での戦いは終結し、ディックスは 12 月 22 日に除隊した。
1914 年から 18 年の記録を平均すると、ドイツの死者は一日 1300 人以上であったと言われる。
そのほとんどが戦闘員であり、20 世紀の戦闘でもっとも多くの死者を出した日は第一次大戦中





































































カメラが未発達だった 1914 年から 1918 年のあいだに出版された戦争写真は、「そのほとんどが
匿名で、〔･･･〕概して叙事詩的であり、大抵は戦闘の後を写したもの」32 だった。しかし数年後、









軍国主義のイデオロギーが罵倒、嘲笑されている。1930 年までにこの写真集はドイツで 10 版を
重ね、多くの国の言語に翻訳された。
ディックスが『戦争』シリーズにとりかかったのが 1923 年の春、作品をベルリンの銅板印刷
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